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ABSTRACT 概要

本講演では、ニュートリノ質量を動的に生成しうる機構について説明する。実験で右巻きニュートリノが
見つかっていないことをふまえ、この機構は Higgs機構とは異なるものである。我々の定式化では 3つの
ニュートリノフレーバーのみを保ち、それらはすべて左巻きである。フレーバー秩序変数の異なる 3つの
値に対応する 3 つの非自明な真空状態を考える。対応する対称性を破ることなく、フレーバーに課され
る秩序変数の条件から混合角に対する一定の制約が導かれる。同じ制約は、CPの破れのパラメータが取
る値に大きな不確かさがあることを示しており、NOvA 実験と T2K 実験の間でこのパラメータの値が大
きく食い違うことの説明になるかもしれない。よく知られた混合角の値と近似的な三角形の定式化を用い
て、3つのニュートリノの質量固有値を予言できる。最後に、ニュートリノに質量を与える機構を定式化
する。ニュートリノは、左巻きニュートリノと右巻きレプトンパートナーを非自明なフレーバー真空に射
影した項を通じて質量を得る。このシナリオは、もう 1つの中間ゲージボソンが存在する可能性を開くほ
か、非自明なフレーバー真空状態が電荷保存を回復するために欠けた電荷を運ぶ必要があることをふまえ
ると、Wボソンが混合機構に何らかの役割を果たす可能性も考えられる。
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